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平成 30 年 3月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

平成 29 年 5 月 11 日に公表いたしました平成 30 年 3 月期（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月

31 日）の業績予想につき、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成 30 年 3 月期 連結業績予想の修正 
（１）第 2 四半期連結累計期間（平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年 9 月 30 日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 
四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

    百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 6,200 300 300 180 30.00 

今回修正予想（Ｂ） 6,200 100 100 60 10.00 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 △200 △200 △120  

増減率（％） 0.0% △66.7％ △66.7％ △66.7%  
（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（平成 29 年 3 月期第 2 四半期） 6,200 392 388 239 39.93 

 
（２）通期（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

    百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 13,300 730 720 440 73.34 

今回修正予想（Ｂ） 13,300 500 490 280 46.67 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 △230 △230 △160  

増減率（％） 0.0% △31.5％ △31.9％ △36.4％  
（ご参考） 
前期実績（平成 29 年 3 月期） 13,289 715 712 438 73.14 

 
（３）連結業績予想修正の理由 

システムサポート事業を展開する連結子会社の東洋ビジネスシステムサービス株式会社（所有比率

100％）において、労働時間の自主調査の結果、新たに認識した時間外手当に対する一時金を計上した

こと、ならびに同社における一般管理費の増加等により、同事業は赤字で推移することが見込まれる

ことに加え、第 1 四半期の当社業績が計画を下回ったことなどから、第 2 四半期および通期の利益は

計画を下回る見込みです。 
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第 2 四半期連結累計期間の利益は、営業利益 100 百万円（前回業績予想比 200 百万円減）、経常利

益 100 百万円（前回業績予想比 200 百万円減）、親会社株主に帰属する四半期純利益 60 百万円（前回

業績予想比 120 百万円減）となる見込みです。 
通期の利益は、営業利益 500 百万円（前回業績予想比 230 百万円減）、経常利益 490 百万円（前回

業績予想比 230 百万円減）、親会社株主に帰属する当期純利益 280 百万円（前回業績予想比 160 百万

円減）となる見込みです。 
 
 

２．平成 30 年 3 月期 個別業績予想の修正 
（１）第 2 四半期累計期間（平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年 9 月 30 日） 

  売 上 高 経常利益 四半期純利益 １株当たり 
四半期純利益 

    百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 6,100 300 180 30.00 

今回修正予想（Ｂ） 6,100 200 120 20.00 

増減額（Ｂ－Ａ） ０ △100 △60  

増減率（％） 0.0% △33.3％ △33.3％  
（ご参考）前期第 2 四半期実績 
（平成 29 年 3 月期第 2 四半期） 6,042 363 222 37.12 

 
（２）通期（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

    百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 13,000 670 410 68.34 

今回修正予想（Ｂ） 13,000 590 370 61.67 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 △80 △40  

増減率（％） 0.0% △11.9％ △9.8%  
（ご参考） 
前期実績（平成 29 年 3 月期） 12,991 655 404 67.38 

 
（３）個別業績予想修正の理由 

上述のとおり、第 1 四半期の業績が計画を下回ったことなどから、第 2 四半期および通期の利益は

計画を下回る見込みです。 
第 2 四半期累計期間の利益は、経常利益 200 百万円（前回業績予想比 100 百万円減）、四半期純利

益 120 百万円（前回業績予想比 60 百万円減）となる見込みです。 
通期の利益は、経常利益 590 百万円（前回業績予想比 80 百万円減）、当期純利益 370 百万円（前回

業績予想比 40 百万円減）となる見込みです。 
 
 

３．役員報酬の減額について 
連結子会社（所有比率 100％）おいて新たな時間外手当を認識するに至ったことを厳粛に受け止め、

その経営責任を明確にするため、本日開催の取締役会において、以下のとおり当社の代表取締役２名

の報酬を減額することを決定いたしました。 
また、常勤監査等委員より報酬の一部自主返納の申し出がありました。 
当連結子会社における本件の発生に対し、当社グループとして再発防止に取り組んで参ります。 
 

   代表取締役 取締役社長 大澤 正典  月額報酬 10％減額（３か月間）  
   代表取締役 専務取締役 片山  博       同 上 
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４．配当 
当期の配当金につきましては、平成 29 年 5 月 11 日公表から変更なく、1 株につき 22 円の年間配

当金（中間配当金および期末配当金、各々1 株につき 11 円）を予定しております。 
 

以 上 
 
（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。 
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